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一
、
解
釈
上
の
二
説

　

万
葉
集
の
最
後
に
置
か
れ
て
い
る
歌
は
、
次
の
歌
で
あ
る
。

三
年
の
春
の
正
月
一
日
に
、
因い
な
ば幡
の
国
の
庁
に
し
て
、
饗あ
へ

を
国こ
く

郡ぐ
ん
の

司つ
か
さ
等ら

に
賜た
ま
ふ
宴う
た
げの
歌
一
首

新あ
ら
たし

き
年
の
始は

じ

め
の
初は

つ

春は
る

の
今
日
降
る
雪
の
い
や
重し

け
吉よ

事ご
と

（
巻

二
十
・
四
五
一
六
番
歌
）

　
　

右
の
一
首
は
、
守か
み

大お
ほ

伴と
も
の

宿す
く
禰ね

家や
か

持も
ち
作
る
。

　

天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
の
正
月
一
日
に
、
因
幡
の
国
（
鳥
取
県
東
部
）

の
庁
（
鳥
取
市
に
存
し
た
役
所
）
に
お
け
る
、
国
や
郡
の
司
等
（
役
人
た
ち
）

に
賜
う
た
宴
の
場
で
、
国
守
大
伴
家
持
が
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

　

こ
の
歌
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
二
つ
の
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

第
一
説
は
通
説
で
、
第
四
句
「
今
日
降
る
雪
の
」
ま
で
を
第
五
句
の
「
い
や

重
け
」
を
起
こ
す
実
景
の
序
詞
と
捉
え
、「
‥
‥
今
日
降
る
雪
の
よ
う
に
、
い

よ
い
よ
重
な
れ
、
吉よ

き
事
が
。」
と
解
す
る
。
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こ
れ
に
対
し
て
第
二
説
は
非
序
詞
説
で
、「
雪
＝
吉
事
」
の
「
い
や
重
け
」

と
解
す
る
説
で
あ
る
。
こ
の
説
を
提
出
す
る
鈴
木
日
出
男
氏
は
、

　
　
「
雪
」
と
「
吉
事
」
を
い
う
二
重
の
文
脈
は
あ
く
ま
で
も
対
等
の
関
係

で
あ
り
、

「
い
や
重
け
」
の
二
重
文
脈
は
、
異
義
の
二
語
を
重
層
さ
せ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
ら
掛
詞
で
も
な
く
‥
‥
序
詞
を
導
く
語
法
で
も
な
い
。

と
述
べ
て
い
る
（「
天
平
宝
字
三
年
正
月
一
日
の
歌
」『
万
葉
集
を
学
ぶ
第
八
集
』

所
収
、
昭
和
五
十
三
年
十
二
月
二
十
五
日
、
有
斐
閣
発
行
）。

　

こ
れ
を
承
け
て
、『
萬
葉
集
釋
注
十
』（
一
九
九
八
年
十
二
月
二
十
日
、
集
英

社
発
行
）
の
四
五
一
六
番
歌
「
釋
文
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

上
か
ら
は
「
今
日
降
る
雪
よ
、
こ
の
雪
の
い
や
し
け
」
と
い
う
関
係
に
な

り
、そ
の
「
い
や
し
け
」
は
「
吉
事
」
に
か
か
わ
り
、「
吉
事
よ
い
や
し
け
」

と
い
う
の
が
結
句
の
意
で
あ
る
か
ら
、「
雪
」
と
「
吉
事
」
と
は
等
質
の

物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
家
持
の
眼
前
に
降
り
し
き
る
め
で
た
い
「
雪
」

そ
の
も
の
が
家
持
の
願
望
す
る
「
吉
事
」
そ
の
も
の
と
し
て
降
り
積
も
っ

て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、「
い
や
し
け
吉
事
」
は
未
来
に
及
ぶ
こ
と

で
あ
り
な
が
ら
、
眼
の
前
に
今
実
現
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
は
予
祝
の
断

定
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

以
下
、
こ
の
解
釈
上
の
問
題
を
解
く
こ
と
を
第
一
の
目
的
と
し
、
そ
の
解
明

の
上
で
、
万
葉
集
最
終
の
正
月
一
日
吉
事
祈
願
の
歌
の
文
学
的
文
化
的
意
義
に

つ
い
て
考
察
し
た
い
と
思
う
。

二
、
瑞
兆
と
し
て
の
「
降
る
雪
」

　

上
記
の
二
説
の
う
ち
、
第
二
説
に
は
問
題
点
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、「
降

る
雪
」
を
「
吉
事
」
そ
の
も
の
と
捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。

　

当
面
の
四
五
一
六
番
歌
と
響
き
合
う
巻
十
七
冒
頭
部
天
平
十
八
年（
七
四
六
）

正
月
肆
宴
応
詔
歌
群
（
三
九
二
二
～
三
九
二
六
番
歌
）
の
葛ふ
ぢ

井ゐ
の

連む
ら
じ

諸も
ろ

会あ
ひ

の

新あ
ら
たし
き
年
の
始
め
に
豊と
よ
の
年と
し
し
る
す
と
な
ら
し
雪
の
降
れ
る
は（

三
九
二
五
）

に
、
正
月
の
雪
が
豊
の
年
を
予
祝
す
る
め
で
た
い
前
兆

4

4

4

4

4

4

と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
参
考
に
な
る
。
当
面
歌
の
「
降
る
雪
」
は
「
吉
事
」
そ
の
も
の
で
は
な

く
、「
吉
事
」
を
も
た
ら
す
め
で
た
い
前
兆
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。「
吉
事
」

と
い
う
言
葉
は
、右
の
歌
の
「
豊
」
の
事
（
五
穀
豊
穣
）
を
中
心
と
し
な
が
ら
、

め
で
た
く
よ
い
事
一
般
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
は
、原
文
「
餘
（
余
）

其
騰
」
の
表
記
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
。

　

歌
の
漢
字
か
な
交
り
書
き
下
し
文
で
は
、
通
常
「
吉
事
」
と
記
し
て
い
る
け

れ
ど
も
、
原
文
表
記
は
「
餘
（
余
）
其
騰
」。
万
葉
集
中
の
次
の
用
字
例
か
ら
、

「
餘
（
余
）
其
騰
」
の
「
餘
（
余
）」
に
「
吉
」
の
字
を
当
て
る
こ
と
は
妥
当
と

言
え
る
。

ａ
あ
を
に
よ
し
奈
良
の
大お
ほ

道ち

は
行ゆ

き
余
家
〈
よ
け
〉
ど
‥
‥
（
巻
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十
五
・
三
七
二
八
番
歌
）

‥
‥
白し
ら

真ま

弓ゆ
み

張
り
て
懸か

け
た
り
夜よ

道み
ち

は
将
吉
〈
よ
け
〉
む
（
巻
三
・

二
八
九
番
歌
）

ｂ
‥
‥
立
あ
ざ
り
我あ
れ
祈こ

ひ
禱の

め
ど　

し
ま
し
く
も
余
家
〈
よ
け
〉
く
は
な
し

に
‥
‥
（
巻
五
・
九
〇
四
番
歌
）

‥
‥
筑つ
く
波は

嶺ね

の
吉
〈
よ
け
〉
く
を
見
れ
ば
‥
‥
（
巻
九
・
一
七
五
七
番
歌
）

ｃ
‥
‥
咲
く
花
を
折
り
も
折
ら
ず
も
見
ら
く
し
余
志
〈
よ
し
〉
も
（
巻

十
九
・
四
一
六
七
番
歌
）

‥
‥
音
の
み
に
聞
き
し
我わ
ぎ
も妹
を
見
ら
く
し
吉
〈
よ
し
〉
も

（
巻
八
・
一
六
六
〇
番
歌
）

　

当
面
四
五
一
六
番
歌
の
原
文
「
餘
（
余
）
其
騰
」
の
「
餘
（
余
）」
は
、
ク

活
用
形
容
詞
「
よ
し
」
の
語
幹
「
よ
」
の
万
葉
仮
名
音
仮
名
表
記
で
、
形
状

言
と
し
て
、
よ
い
状
態
、
よ
い
さ
ま
を
表
す
（『
時
代
別
国
語
大
辞
典　
上
代
編
』

（
一
九
六
七
年
十
二
月
十
日
、三
省
堂
発
行
）。
右
の
挙
例
の
原
文「
余
」も「
吉
」

も
、文
脈
上「
良
い（
善
い
）」の
意
を
表
す
箇
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
上
掲『
時

代
別
国
語
大
辞
典　
上
代
編
』
の
「
よ
ご
と
〔
善
事
〕（
名
）」
の
項
に
は
、

よ
い
こ
と
。
め
で
た
い
こ
と
。
悪マ
ガ
事ゴ
ト
の
対
。

と
あ
り
、
当
面
歌
の
「
余よ

其ご

騰と

」
の
例
と
、『
古
事
記
』
雄
略
天
皇
条
の
、

吾
者
雖
二
悪
事
一
而
一
言
、
雖
二
善よ

事ご
と

一
而
一
言
ニ
テ
、
言
離
之
神
、
葛
城
之

一
言
主
大
神
者
也

の
「
善よ

事ご
と

」
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
大
伴
家
持
自
身
も
、
万
葉
集
巻
十
八

の
「
陸み
ち

奥の
く

の
国
に
金く

が
ねを

出い

だ
す
詔
書
を
賀ほ

く
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」（
四
〇
九
四

～
四
〇
九
七
番
歌
）
の
長
歌
四
〇
九
四
に
「
‥
‥
し
か
れ
ど
も
我わ

ご
大
君
の　

諸も
ろ

人ひ
と
を
誘い
ざ
なひ
た
ま
ひ　

善
き
事
（
原
文
「
善
事
」、
具
体
的
に
は
大
仏
建
立
を

い
う
）
を
始
め
た
ま
ひ
て
‥
‥
」
と
用
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

　

万
葉
集
中
に
お
い
て
唯
一
人
大
伴
家
持
が
『
古
事
記
』
雄
略
天
皇
条
の
物
語

に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
善
事
」
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。

家
持
が
敬
意
を
表
す
る
雄
略
天
皇
（
本
稿
第
五
節
参
照
）
の
条
の
言
葉
と
し
て

意
図
的
に
応
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
「
善
事
」
は
、

四
五
一
六
番
歌
の
原
文
「
餘
（
余
）
其
騰
」
に
も
適
用
さ
せ
て
考
え
る
こ
と
が
、

家
持
の
表
現
意
図
に
即
す
る
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、当
面
歌
の
原
文
「
餘
（
余
）
其
騰
」
は
「
吉
（
善
）
事
」

で
、「
豊
」（
五
穀
豊
穣
）
の
事
を
は
じ
め
と
す
る
め
で
た
く
よ
い
事
全
般
を
表

す
言
葉
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇
五
年
（
六
七
六
）
四
月
四
日
条
の
、

倭や
ま
と
の
く
に

国
の
添
下
郡
の
鰐わ

に

積つ
み
の

吉よ

事ご
と

、
瑞
鷄
を
貢
れ
り
。

と
い
う
記
事
に
見
る
「
吉
事
」
の
人
名
も
、
め
で
た
く
よ
い
事
の
意
で
付
け
ら

れ
た
名
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、「
雪
＝
吉
事
」
と
捉
え
て
、
降
る
雪
の
吉
事
い
や
し
け

と
解
す
る
第
二
説
は
、
用
例
の
保
証
な
く
、
家
持
の
表
現
意
図
に
即
さ
な
い
と

言
え
る
。
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第
一
説
の
通
説
の
よ
う
に
、
上
四
句
ま
で
を
序
詞
と
捉
え
、「
新
し
い
年
の

始
め
の
初
春
の
今
日
降
る
雪
の
よ
う
に
、
い
よ
い
よ
重
な
れ
、
吉
〈
善
〉
い
事

（
め
で
た
く
よ
い
事
）
が
。」
の
意
と
解
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

三
、
降
る
雪
の
い
や
重
け
吉
（
善
）
事

　

第
一
説
の
通
説
が
妥
当
で
あ
る
理
由
を
さ
ら
に
具
体
的
に
述
べ
よ
う
。

　

Ⅰ
「
降
る
雪
の
」
の
序
詞
例

　

当
面
歌
四
五
一
六
と
同
様
、「
‥
‥
降
る
雪
の
」
の
表
現
が
序
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
て
い
る
例
は
万
葉
集
中
に
六
例
あ
り
、
次
の
と
お
り
。

１
我
が
や
ど
の
君
待
つ
の
木
に
降
る
雪
の
行ゆ

き
に
は
行ゆ

か
じ
待
ち
に
し
待

た
む
（
巻
六
・
一
〇
四
一
番
歌
、「
十
六
年
甲き
の
え

申さ
る

の
春
の
正
月
の
五
日
に
、

諸
卿
大
夫
、
安
倍
虫
麻
呂
朝
臣
が
家
に
集つ
ど
ひ
て
宴
す
る
歌
一
首　
作
者
審
ら

か
に
あ
ら
ず
」
上
三
句
が
序
で
「
行
き
」
を
起
こ
す
）

２
高
山
の
菅す
が
の
葉
し
の
ぎ
降
る
雪
の
消け

ぬ
と
言
ふ
べ
く
も
恋
の
繁し
げ
け
く
（
巻

八
・
一
六
五
五
番
歌
、「
三み

国く
に
の
真ま

人ひ
と

人ひ
と
足た
り
が
歌
一
首
」
上
三
句
が
序
で
「
消

ぬ
」
を
起
こ
す
）

３
梅
の
花
そ
れ
と
も
見
え
ず
降
る
雪
の
い
ち
し
ろ
け
む
な
間ま

使つ
か
ひ

遣や

ら
ば

（
巻
十
・
二
三
四
四
番
歌
、上
三
句
が
序
で
「
い
ち
し
ろ
け
む
」
を
起
こ
す
）

４
海あ

人ま

小を

舟ぶ
ね

泊は
つ

瀬せ

の
山
に
降
る
雪
の
日け

長
く
恋
ひ
し
君
が
音
ぞ
す
る
（
巻

十
・
二
三
四
七
番
歌
、
上
三
句
が
序
で
「
日け

」〈
消
〉
を
起
こ
す
）

５
和わ

射ざ

見み

の
嶺み

ね

行ゆ

き
過
ぎ
て
降
る
雪
の
い
と
ひ
も
な
し
と
申ま

を
せ
そ
の
子
に

（
巻
十
・
二
三
四
八
番
歌
、
上
三
句
が
序
で
「
い
と
ひ
」
を
起
こ
す
。
第

五
句
に
命
令
形
「
申
せ
」）

６
上か
み
つ
毛け

野の

伊い

香か

保ほ

の
嶺ね

ろ
に
降ふ

ろ
雪よ
き
の
行ゆ

き
過す

ぎ
か
て
ぬ
妹い
も
が
家
の
あ

た
り
（
巻
十
四
・
三
四
二
三
番
歌
、
上
三
句
が
序
で
「
行
き
」
を
起
こ
す
）

　

こ
の
他
に
、
当
面
歌
四
五
一
六
と
響
き
合
う
巻
十
七
冒
頭
部
天
平
十
八
年
正

月
肆
宴
応
詔
歌
群
の
左
大
臣
橘
諸
兄
の
、

降
る
雪
の
白し
ろ

髪か
み

ま
で
に
大お

ほ
君き

み
に
仕つ

か
へ
ま
つ
れ
ば
貴た

ふ
とく

も
あ
る
か

（
三
九
二
二
番
歌
）

の
実
景
的
枕
詞
の
「
降
る
雪
の
」
の
用
法
（「
白
」
に
懸
か
る
）
を
家
持
は
十

分
に
考
慮
し
た
で
あ
ろ
う
。

　

Ⅱ
「
い
や
4

4

重
け
吉
事
」
の
「
い
や
‥
‥
」
の
例

　

万
葉
集
中
の
、「
―
―
の
」
の
序
詞
が
「
い
や
―
―
」
を
起
こ
す
例
は
十
一

例
ほ
ど
あ
る
。
次
の
と
お
り
。

ａ
み
も
ろ
の
神か
む

な
び
山
に　

五い

百ほ

枝え

さ
し
繁し
じ

に
生お

ひ
た
る　

栂つ
が

の
木
の
い

や
継つ

ぎ
継
ぎ
に　

玉た
ま

葛か
づ
ら

絶
ゆ
る
こ
と
な
く　

あ
り
つ
つ
も
や
ま
ず
通か
よ
は

む　

明あ

日す

香か

の
古
き
都
は
‥
‥
（
巻
三
・
三
二
四
番
歌
、「
神か

み
岳を

か
に
登
り
て
、

山や
ま

部べ
の

宿す
く

禰ね

赤あ
か

人ひ
と

が
作
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」
の
長
歌
。
第
五
句
ま
で
が

序
で
「
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
」
を
起
こ
す
）

ｂ
葦あ
し
辺へ

よ
り
満
ち
来
る
潮し
ほ
の
い
や
増
し
に
思
へ
か
君
が
忘
れ
か
ね
つ
る
（
巻

四
・
六
一
七
番
歌
、「
山
口
女
王
、
大
伴
宿
禰
家
持
に
贈
る
歌
五
首
」
の

第
五
首
。
上
二
句
が
序
で
「
い
や
増
し
に
」
を
起
こ
す
）

ｃ
滝た
き

の
上う

へ

の
三み

船ふ
ね

の
山
に　

瑞み
づ

枝え

さ
し
繁し

じ

に
生お

ひ
た
る　

栂と
が

の
木
の
い
や

継
ぎ
継
ぎ
に　

万
よ
ろ
づ

代よ

に
か
く
し
知
ら
さ
む　

み
吉
野
の
秋あ
き

津づ

の
宮
は
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‥
‥
（
巻
六
・
九
〇
七
番
歌
、「
養
老
七
年
癸み
づ
の

亥と
ゐ
の
夏
の
五
月
に
、
吉
野

の
離と
つ
宮み
や
に
幸い
で
ます
時
に
、笠
か
さ
の
朝あ
そ
み臣
金か
な
村む
ら
が
作
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」
の
長
歌
。

第
五
句
ま
で
が
序
で
「
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
」
を
起
こ
す
）

ｄ
我わ

が
背せ

子こ

が
浜
行
く
風
の
い
や
早は

や
に
急は

や

事こ
と

増
し
て
逢
は
ず
て
あ
る
ら
む

（
巻
十
一
・
二
四
五
九
番
歌
、
上
二
句
が
序
で
「
い
や
早
に
」
を
起
こ
す
）

ｅ
港み
な
とみ
に
満
ち
来く

る
潮し
ほ
の
い
や
増
し
に
恋
は
あ
ま
れ
ど
忘
ら
え
ぬ
か
も
（
巻

十
一
・
三
一
五
九
番
歌
、
上
二
句
が
序
で
「
い
や
増
し
に
」
を
起
こ
す
）

ｆ
娘を
と
め子

ら
が
麻を

笥け

に
垂た

れ
た
る　

続う
み

麻を

な
す
長な

が

門と

の
浦
に　

朝
な
ぎ
に
満

ち
来
る
潮し
ほ

の　

夕
な
ぎ
に
寄
せ
来く

る
波
の　

そ
の
潮
の
い
や
ま
す
ま
す

に　

そ
の
波
の
い
や
し
く
し
く
に　

我わ
ぎ
も妹

子こ

に
恋
ひ
つ
つ
来く

れ
ば
‥
‥

（
巻
十
三
・
三
二
四
三
番
歌
。
第
五
句
「
朝
な
ぎ
に
」
～
第
九
句
「
そ
の

潮
の
」・
第
十
一
句
「
そ
の
波
の
」
が
序
で
、
そ
れ
ぞ
れ
「
い
や
ま
す
ま

す
に
」「
い
や
し
く
し
く
に
」
を
起
こ
す
）

ｇ
‥
‥
潮
な
ぎ
に
寄
す
る
白し
ら

波な
み　

夕
な
ぎ
に
満
ち
来
る
潮し

ほ

の　

い
や
増
し

に
絶
ゆ
る
こ
と
な
く　

い
に
し
へ
ゆ
今
の
を
つ
つ
に　

か
く
し
こ
そ
見

る
人
ご
と
に　

懸か

け
て
偲し
の
は
め
（
巻
十
七
・
三
九
八
五
番
歌
、
大
伴
家
持

「
二
上
山
の
賦
一
首
」
の
長
歌
。
第
十
九
句
「
朝
な
ぎ
に
」
～
第
二
十
二

句
「
満
ち
来
る
潮
の
」
ま
で
が
序
で
、「
い
や
増
し
に
」
を
起
こ
す
）

ｈ
沖お
き

辺へ

よ
り
満
ち
来く

る
潮
の
い
や
増
し
に
我あ

が
思も

ふ
君
が
御
船
か
も
か
れ

（
巻
十
八
・
四
〇
四
五
番
歌
、
大
伴
家
持
「（
天
平
二
十
年
三
月
）
二
十
五

日
に
、
布ふ

勢せ

の
水み
づ

海う
み
に
往ゆ

く
に
、
道
中
、
馬
の
上
に
し
て
口く
ち

号ず
さ
ぶ
二
首
」

の
第
二
首
。
上
二
句
が
序
で
「
い
や
増
し
に
」
を
起
こ
す
）

ｉ
常と
こ

世よ

物も
の

こ
の
橘
た
ち
ば
なの
い
や
照
り
に
我
ご
大お
ほ

君き
み

は
今
も
見
る
ご
と
（
巻

十
八
・
四
〇
六
三
番
歌
、
大
伴
家
持
「
後の
ち
に
橘
の
歌
に
追
ひ
て
和こ
た
ふ
る
二

首
」
の
第
一
首
。
上
二
句
が
序
で
「
い
や
照
り
に
」
を
起
こ
す
）

ｊ
‥
‥
射い

水み
づ

川が
は

雪ゆ
き

消げ

溢は
ふ

り
て　

行ゆ

く
水
の
い
や
増
し
に
の
み
‥
‥
（
巻

十
八
・
四
一
一
六
番
歌
、
朝
集
使
の
任
終
え
て
本
任
に
還か
え

っ
た
掾
じ
ょ
う

久
米
朝

臣
広
縄
を
慰
労
す
る
「
詩
酒
の
宴
」
に
お
け
る
大
伴
家
持
作
。「
射
水
川
」

～
「
行
く
水
の
」
ま
で
が
序
で
、「
い
や
増
し
に
」
を
起
こ
す
）

ｋ
あ
し
ひ
き
の
八や

つ
峰を

の
上う
へ

の　

栂つ
が

の
木
の
い
や
継
ぎ
継
ぎ
に　

松
が
根

の
絶
ゆ
る
こ
と
な
く　

あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
に　

万
よ
ろ
づ

代よ

に
国
知
ら
さ

む
と
‥
‥（
巻
十
九
・
四
二
六
六
番
歌
、大
伴
家
持「
詔
に
応こ
た
ふ
る
た
め
に
、

儲ま

け
て
作
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」
の
長
歌
。
上
三
句
が
序
で
「
い
や
継
ぎ

継
ぎ
に
」
を
起
こ
す
）

　

右
の
よ
う
な
「
―
―
の
」
の
序
詞
以
外
の
序
詞
＋
「
い
や
～
」
の
表
現
は
次

の
と
お
り
。

ｌ
遠
山
に
霞
た
な
び
き
い
や
遠
に
妹
が
目
見
ね
ば
我あ
れ

恋
ひ
に
け
り
（
巻

十
一
・
二
四
二
六
番
歌
、
上
二
句
が
序
で
「
い
や
遠
に
」
を
起
こ
す
）

ｍ
渋し
ぶ
谿た
に
の
崎さ
き
の
荒あ
り
そ磯
に
寄
す
る
波
い
や
し
く
し
く
に
い
に
し
へ
思
ほ
ゆ
（
巻

十
七
・
三
九
八
六
番
歌
、
大
伴
家
持
「
二
上
山
の
賦
一
首
」
第
一
短
歌
。

上
三
句
が
序
で
「
い
や
し
く
し
く
に
」
を
起
こ
す
）

ｎ
暁あ
か
と
きに

名な

告の

り
鳴
く
な
る
ほ
と
と
ぎ
す
い
や
め
づ
ら
し
く
思
ほ
ゆ
る
か
も

（
巻
十
八
・
四
〇
八
四
番
歌
、
大
伴
家
持
「
別
に
所
心
一
首
」。
上
三
句
が

序
で
「
い
や
め
づ
ら
し
く
」
を
起
こ
す
）

ｏ
東あ

風ゆ

を
い
た
み
奈な

呉ご

の
浦う
ら

廻み

に
寄
す
る
波
い
や
千ち

重へ

し
き
に
恋
ひ
わ
た

る
か
も
（
巻
十
九
・
四
二
一
三
番
歌
、
大
伴
家
持
「
右
の
一
首
は
、
京
の

丹た
ぢ
比ひ

家
に
贈
る
」。
上
三
句
が
序
で
「
い
や
千
重
し
き
に
」
を
起
こ
す
）

ｐ
霜
の
上う
へ

に
霰あ

ら
れた

走ば
し

り
い
や
増
し
に
我あ

れ
は
参ま

ゐ
来こ

む
年
の
緒を

長
く
古
今
未
詳
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（
巻
二
十
・
四
二
九
八
番
歌
、「
六
年
の
正
月
の
四
日
に
、
氏
族
の
人
等
、

少
納
言
大
伴
宿
禰
家
持
が
宅
に
賀ほ

き
集つ
ど
ひ
て
宴
飲
す
る
歌
三
首
」
の
第

一
首
。
作
者
は
左さ

兵ひ
や
う

衛ゑ
の

督か
み

大
伴
宿
禰
千ち

室む
ろ

。
上
二
句
が
序
で
「
い
や
増

し
に
」
を
起
こ
す
）

　
「
―
―
の
い
や
～
に
」
の
表
現
の
後
に
は
、
ａ
「
玉
葛
絶
ゆ
る
こ
と
な
く　

あ
り
つ
つ
も
や
ま
ず
通
は
む
」、
ｃ
「
万
代
に
か
く
し
知
ら
さ
む
」、
ｇ
「
絶
ゆ

る
こ
と
な
く
」、
ｉ
「
我
ご
大
君
は
今
も
見
る
ご
と
」、
ｋ
「
松
が
根
の
絶
ゆ
る

こ
と
な
く　

あ
を
に
よ
し
奈
良
の
都
に　

万
代
に
国
知
ら
さ
む
と
」
な
ど
の
よ

う
に
、
永
遠
性
を
希
求
す
る
表
現
が
続
い
て
い
る
こ
と
が
、
当
面
歌
四
五
一
六

の
「
い
や
重
け
吉
事
」
と
関
わ
っ
て
注
目
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
ｄ
の
例
は
、「
―
―
浜
行
く
風
の
い
や
早
に
急は
や

事4

増
し
て
」
と
「
い

や
―
―
」
の
後
に
「
事
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
四
五
一
六
の
「
今
日
降
る
雪

の
い
や
重
け
吉
事4

」
と
共
通
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

　

補
足
例
の
ｐ
の
四
二
九
八
番
歌
は
、
天
平
勝
宝
六
年
（
七
五
四
）
正
月
四
日

4

4

4

4

の
歌
で
あ
る
。
上
二
句
の
序
「
霜
の
上
に
霰
た
走
り
」
は
当
面
歌
四
五
一
六
と

同
じ
く
天
象
に
よ
る
序
で
、「
い
や
増
し
に
」
を
起
こ
す
。
そ
れ
に
「
我あ
れ
は
参ま

ゐ
来こ

む
年
の
緒を

長
く
」
と
い
う
永
遠
性
を
希
求
す
る
表
現
が
続
い
て
い
る
。

Ⅲ
「
い
や
し
く
し
く
に
」「
い
や
千ち

重へ

し
き
に
」「
い
や
し
く
」「
い
や
し
け
」

の
例

　

ｆ
の
例
に
度
重
な
る
意
の
「
し
く
」
を
重
ね
た
「
そ
の
波
の
い
や
し
く
し
く

4

4

4

4

4

4

に
」、
補
足
の
ｍ
の
家
持
歌
の
例
に
も
「
‥
‥
寄
す
る
波
い
や
し
く
し
く

4

4

4

4

4

4

に
」

と
あ
り
、
ｏ
の
家
持
歌
に
「
‥
‥
寄
す
る
波
い
や
千
重
し
き

4

4

4

4

4

4

に
」
と
、「
幾
重

に
も
重
ね
て
」
の
意
の
「
い
や
千
重
し
き
に
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
、

当
面
歌
の
「
い
や
重し

け
」
と
関
わ
っ
て
注
視
さ
れ
る
。

　
「
い
や
重
く
」
の
例
は
当
面
歌
四
五
一
六
を
入
れ
て
五
例
。
す
べ
て
大
伴
家

持
歌
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。

①
春
の
雨
は
い
や
し
き
降
る
に
梅
の
花
い
ま
だ
咲
か
な
く
い
と
若
み
か
も

（
巻
四
・
七
八
六
番
歌
、「
大
伴
宿
禰
家
持
、
藤
原
朝
臣
久く

須す

麻ま

呂ろ

に
報
へ

贈
る
歌
三
首
」
の
第
一
首
）

②
我
が
背
子
が
琴
取
る
な
へ
に
常つ
ね

人ひ
と
の
言
ふ
嘆
き
し
も
い
や
し
き
増
す
も

（
巻
十
八
・
四
一
三
五
番
歌
、
左
注
に
「
右
の
一
首
は
、
少せ
う

目
さ
く
わ
ん

秦は
だ
の

伊い

美み

吉き

石い
は

竹た
け

の
館た

ち
の
宴う

た
げに

し
て
守
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。」）

③
‥
‥
う
ら
悲
し
春
し
過
ぐ
れ
ば　

ほ
と
と
ぎ
す
い
や
し
き
鳴
き
ぬ
‥
‥

（
巻
十
九
・
四
一
七
七
番
歌
、「
感
旧
の
意
に
勝あ

へ
ず
し
て
懐お
も
ひを
述の

ぶ
る
一

首
幷
せ
て
短
歌
」
の
長
歌
）

④
鳴
く
鷄と
り
は
い
や
し
き
鳴
け
ど
降
る
雪
の
千
重
に
積
め
こ
そ
我
が
立
ち
か

て
ね
（
巻
十
九
・
四
二
三
四
番
歌
、
天
平
勝
宝
三
年
〈
七
五
一
〉
正
月
三

日
作
）

　

①
は
天
象
の
「
春
の
雨
」
に
「
い
や
し
き
降
る
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
④

は
正
月
三
日
の
歌
で
、
一
首
中
に
「
い
や
し
き
」
と
「
降
る
雪
の
千
重
に
積
め

こ
そ
」
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
歌
の
詠
ま
れ
た
前
日

の
正
月
二
日
に
は
、
家
持
の
次
の
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

新
し
き
年
の
初
め
は
い
や
年
に
雪
踏
み
平な
ら
し
常つ
ね
か
く
に
も
が

（
巻
十
九
・
四
二
二
九
番
歌
）

右
の
一
首
の
歌
は
、
正
月
の
二
日
に
、
守か
み

が
館た

ち

に
集
宴
す
。
時
に
、
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降
る
雪
こ
と
に
多さ
は

に
し
て
、
積
み
て
四
尺
有
り
。
す
な
は
ち
、
主あ
ろ
じ人

大
伴
宿
禰
家
持
こ
の
歌
を
作
る
。

　

こ
の
歌
は
、「
新
し
い
年
の
初
め
は
、
来
る
年
来
る
年
、
雪
を
踏
み
平な
ら

し
て
、

い
つ
も
こ
の
よ
う
に
賑に
ぎ

々
し
く
あ
り
た
い
。」
の
意
。
今
年
の
み
な
ら
ず
、
未

来
に
渡
っ
て
の
願
望
を
述
べ
て
お
り
、「
い
や
重
け
吉
（
善
）
事
」
と
命
令
形

を
も
っ
て
未
来
へ
向
か
っ
て
強
く
祈
願
す
る
当
面
歌
を
喚
起
す
る
要
素
を
持
つ

歌
と
言
え
る
。

　

Ⅳ
「
降
り
し
け
」
の
例

　

万
葉
集
中
に
、「
い
や
し
け
」
と
い
う
命
令
形
は
当
面
歌
の
み
で
あ
る
け
れ

ど
も
、「
降
り
し
け
」
の
命
令
形
は
四
例
あ
る
。
次
の
と
お
り
。

１
ひ
さ
か
た
の
雨
は
降
り
し
け
思
ふ
子
が
や
ど
に
今こ
よ
ひ夜
は
明
か
し
て
行
か

む
（
巻
六
・
一
〇
四
〇
番
歌
、「
安あ
さ

積か
の

親
王
、
左
少
弁
藤
原
八や

束つ
か

朝
臣
が

家
に
し
て
宴
す
る
日
に
、
内
舎
人
大
伴
宿
禰
家
持
が
作
る
歌
一
首
」）

２
池
の
辺へ

の
松
の
末う
ら

葉ば

に
降
る
雪
は
五い

百ほ

重へ

降
り
し
け
明あ

日す

さ
へ
も
見
む

（
巻
八
・
一
六
五
〇
番
歌
、「
西
の
池
の
辺
に
御い

在ま

し
て
、
肆
と
よ
の

宴あ
か
りし
た
ま
ふ

と
き
の
歌
一
首
」、
作
者
未
詳
、
豎じ
ゅ
子し

安
倍
朝
臣
虫
麻
呂
伝
誦
）

３
沫あ
わ

雪ゆ
き

は
千ち

重へ

に
降
り
し
け
恋
ひ
し
く
の
日け

長
き
我あ

れ
は
見
つ
つ
偲し

の
は
む
（
巻

十
・
二
三
三
四
番
歌
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
歌
集
所
出
）

４
初
雪
は
千ち

重へ

に
降
り
し
け
恋
ひ
し
く
の
多
か
る
我
は
見
つ
つ
偲
は
む

（
巻
二
十
・
四
四
七
五
番
歌
、「（
天
平
勝
宝
八
歳
〈
七
五
六
〉
十
一
月
）

二
十
三
日
に
、
式し
き

部ぶ
の

少せ
う

丞じ
ょ
う
大
伴
宿
禰
池
主
が
宅い
へ
に
集
ひ
て
飲
宴
す
る
歌

二
首
」
の
第
一
首
・「
し
け
」
の
原
文
「
之
家
」
は
当
面
歌
と
共
通
）

　

１
が
家
持
歌
の
例
。
３
の
柿
本
人
麻
呂
歌
集
の
例
が
最
初
で
、
１
・
２
・
４
の

歌
に
は
そ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
２
に
「
五
百
重

4

4

4

降
り
し
け
」、３
・
４
に
「
千4

重4

に
降
り
し
け
」
と
あ
る
こ
と
も
、
当
面
の
四
五
一
六
番
歌
の
「
い
や

4

4

し
け
」

と
深
く
か
か
わ
る
。
四
例
は
四
五
一
六
番
歌
の
「
今
日
降
る
雪
の
い
や
し
け
」

の
表
現
形
成
に
作
用
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
四
例
は
波
線
と
傍
線
で
示
し
た
よ
う
に
、「
ひ
さ
か
た
の
雨
は4

」「
降
る
雪

は4

」「
沫
雪
は4

」「
初
雪
は4

」
―
―
「
降
り
し
け
」
と
な
っ
て
い
て
、
四
五
一
六

番
歌
の
「
降
る
雪
の4

い
や
し
け
」
と
異
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主

語
―
述
語
の
関
係
と
、「
―
―
の
」
の
序
詞
と
そ
れ
が
起
こ
す
言
葉
の
関
係
と

の
違
い
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

Ⅴ
上
四
句
が
序
詞
の
例

　

万
葉
集
中
に
、
四
五
一
六
番
歌
の
よ
う
に
、
上
四
句
が
序
詞
で
第
五
句
の
表

現
を
起
こ
す
例
に
、
次
の
歌
が
あ
る
。　
　

ぬ
ば
た
ま
の
黒
髪
山
の
山
菅
に
小
雨
降
り
し
き
し
く
し
く
思
ほ
ゆ

（
巻
十
一
・
二
四
五
六
番
歌
）

伊
勢
の
海あ

女ま

の
朝
な
夕
な
に
潜か
づ
く
と
い
ふ
鰒あ
は
びの
貝
の
片か
た
思も
ひ
に
し
て

（
巻
十
一
・
二
七
九
八
番
歌
）

Ⅵ
序
詞
に
「
の
」
の
音
が
四
つ
以
上
有
っ
て
「
い
や
―
―
」
の
表
現
に
つ
づ

く
例

　

四
五
一
六
番
歌
の
よ
う
に
、
序
詞
の
中
に
「
の
」
の
音
が
四
つ
以
上
あ
っ
て

「
い
や
―
―
」
の
表
現
に
つ
づ
く
例
は
、
万
葉
集
中
に
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

滝
の4

上う
へ

の4

三
船
の4

山
に　

瑞み
づ

枝へ

さ
し
繁し

じ

に
生
ひ
た
る　

栂つ
が

の4

木
の4

い
や
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継
ぎ
継
ぎ
に
‥
‥
（
巻
六
・
九
〇
七
番
歌
、「
養
老
七
年
癸み
づ
の

亥と
ゐ
の
夏
の
五

月
に
、
吉
野
の
離と
つ

宮み
や
に
幸い
で
ます
時
に
、
笠
か
さ
の

朝あ
そ
み臣
金か
な

村む
ら
が
作
る
歌
一
首
幷
せ
て

短
歌
」
の
長
歌
）

あ
し
ひ
き
の4

八や

つ
峰を

の4

上
の4　

栂つ
が

の4

木
の4

い
や
継
ぎ
継
ぎ
に
‥
‥
（
巻

十
九
・
四
二
六
六
番
歌
、
大
伴
家
持
「
詔
に
応
ふ
る
た
め
に
、
儲ま

け
て
作

る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」
の
長
歌
）

　

家
持
歌
四
二
六
六
の
例
は
、
笠
金
村
の
吉
野
讃
歌
の
九
〇
七
番
歌
の
用
法
を

踏
ま
え
た
例
で
あ
る
。
こ
の
歌
例
の
用
法
を
当
面
歌
四
五
一
六
に
応
用
し
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。

　

Ⅶ
序
詞
に
「
の
」
の
音
が
四
つ
以
上
有
る
例

　

Ⅵ
の
例
の
他
に
序
詞
に
「
の
」
の
音
が
四
つ
以
上
有
る
歌
は
次
の
と
お
り
。

１
埴は
に
安や
す
の4

池
の4

堤
の4

隠こ
も
り
沼ぬ

の4

ゆ
く
へ
を
知
ら
に
舎と
ね
り人
は
惑
ふ

（
巻
二
・
二
〇
一
番
歌
）

２
滝
の4

上
の4

三
船
の4

山
に
居
る
雲
の4

常
に
あ
ら
む
と
我わ

が
思お
も
は
な
く
に
（
巻

三
・
二
四
二
番
歌
、「
弓ゆ

削げ
の
皇み

子こ

、
吉
野
に
遊い
で
ます
時
の
御
歌
一
首
」）

３
水み
づ

鳥と
り

の4

鴨
の4

羽は

色い
ろ

の4

春
山
の4

お
ほ
つ
か
な
く
も
思
ほ
ゆ
る
か
も
（
巻
八
・

一
四
五
一
番
歌
、「
笠
か
さ
の

女い
ら

郎つ
め

、
大
伴
家
持
に
贈
る
歌
一
首
」）

以
下
、
歌
番
号
の
み
挙
げ
る
。
巻
八
・
一
五
〇
一
番
歌
、
巻
十
・
一
九
八
八

番
歌
、
二
二
六
三
番
歌
、
巻
十
一
・
二
六
四
六
番
歌
、
二
七
八
〇
番
歌
、
巻

十
二
・
三
〇
七
六
番
歌
、
巻
十
四
・
三
三
六
五
番
歌
、
三
三
七
〇
番
歌
な
ど
。

　

家
持
は
第
３
例
一
四
五
一
番
歌
の
影
響
を
う
け
て
、
天
平
宝
字
二
年

（
七
五
八
）
の
正
月
七
日
の
侍
宴
の
た
め
の
次
の
預
作
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

水
鳥
の4

鴨
の4

羽は

色い
ろ
の4

青
馬
を
今
日
見
る
人
は
限
り
な
し
と
い
ふ

（
四
四
九
四
番
歌
）

こ
の
歌
は
、
正
月
三
日
に
家
持
が
詠
ん
だ

初
春
の4

初
子ね

の4

今
日
の4

玉た
ま

箒ば
は
き

手
に
取
る
か
ら
に
揺
ら
く
玉
の
緒

（
四
四
九
三
番
歌
）

と
い
う
歌
と
と
も
に
、
当
面
の
四
五
一
六
番
歌
の
「
新
し
き
年
の
始
め
の
初
春

の
今
日
降
る
雪
の
」
と
い
う
序
詞
の
リ
ズ
ム
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。
こ
の
意
味

で
、
笠
女
郎
の
一
四
五
一
番
歌
の
序
詞
の
「
の
」
に
よ
る
リ
ズ
ム
は
き
わ
め
て

重
要
で
あ
る
。

Ⅷ
序
詞
の
あ
る
歌
の
第
五
句
を「
―
―
が
」と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
名
詞（
体

言
）
で
歌
い
収
め
る
例

　

四
五
一
六
番
歌
の
「
い
や
重
け
吉よ

（
善
）
事
」（
い
よ
い
よ
重
な
れ
、
め
で

た
く
よ
い
事
が
、
の
意
）
の
よ
う
に
、
序
詞
を
持
つ
歌
の
第
五
句
を
「
―
―
が
」

と
訳
す
こ
と
が
で
き
る
名
詞
（
体
言
）
で
歌
い
収
め
る
例
と
し
て
、
次
の
よ
う

な
歌
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
（
Ａ
・
Ｃ
が
家
持
歌
、
Ｂ
が
橘
諸
兄
歌
）。

Ａ
白し
ら

波な
み

の
寄
す
る
磯い
そ

廻み

を
漕
ぐ
舟
の
楫か
ぢ

取
る
間ま

な
く
思
ほ
え
し
君
（
巻

十
七
・
三
九
六
一
番
歌
、
大
伴
家
持
「
相あ
ひ

歓よ
ろ
こぶ
る
歌
二
首
」
の
第
二
首
。

天
平
十
八
年
十
一
月
。
上
三
句
が
序
で
「
楫
取
る
間
な
く
」
を
起
こ
す
。

下
二
句
は
「
絶
え
間
な
く
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
あ
な
た
の
こ

と
が
」
の
意
）
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Ｂ
高
山
の
巌い
は
ほに
生
ふ
る
菅す
が

の
根
の
ね
も
こ
ろ
ご
ろ
に
降
り
置
く
白
雪
（
巻

二
十
・
四
四
五
四
番
歌
、「（
天
平
勝
宝
七
歳
）
十
一
月
の
二
十
八
日
に
、

左
大
臣
、
兵
部
卿
橘
奈
良
麻
呂
朝
臣
が
宅い
へ

に
集つ

ど

ひ
て
宴
す
る
歌
一
首
」、

左
大
臣
橘
諸
兄
作
。
下
二
句
は
「
ね
ん
ご
ろ
に
隅
々
ま
で
降
り
置
い
て

い
る
白
雪
が
。」
の
意
）

Ｃ
あ
し
ひ
き
の
八や

つ
峰を

の
椿つ
ば
きつ
ら
つ
ら
に
見
と
も
飽あ

か
め
や
植
ゑ
て
け
る

君
（
巻
二
十
・
四
四
八
一
番
歌
、「（
天
平
勝
宝
八
歳
）
三
月
の
四
日
に
、

兵
部
大
丞
大
原
真
人
今
城
が
宅い
へ

に
し
て
宴う

た
げす

る
歌
一
首
」
兵
部
少
輔
大

伴
家
持
作
。
上
二
句
が
序
で「
つ
ら
つ
ら
に
」を
起
こ
す
。
下
三
句
は「
つ

ら
つ
ら
と
入
念
に
拝
見
し
て
も
見
飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
、
椿
を

移
し
植
え
ら
れ
た
あ
な
た
の
こ
と
が
。」
の
意
）

　

以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
、
再
言
す
る
け
れ
ど
も
、
当
面
歌
四
五
一
六
は
通
説

の
よ
う
に
第
四
句「
降
る
雪
の
」ま
で
が
序
詞
で
、「
い
や
し
け
」を
起
こ
し
、「
い

や
し
け
吉
（
善
）
事
」
と
命
令
形
に
よ
っ
て
未
来
に
向
か
っ
て
吉
（
善
）
事
の

継
起
を
祈
願
す
る
歌
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
拙
著
『
テ
ー
マ
別
万
葉
集
』（
二
〇
〇
一
年
二
月
二
十
五
日
、
お
う

ふ
う
発
行
）
の
第
一
章
と
第
十
五
章
の
脚
注
を
下
地
と
し
な
が
ら
、
表
現
の
面

か
ら
当
面
歌
に
つ
い
て
、
詳
細
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
「
新
し
き
年
の
始
め
」
の
表
現
は
、
先
掲
巻
十
七
・
三
九
二
五
番
歌
と
主
に
響

き
合
い
、
先
掲
巻
十
九
・
四
二
二
九
番
歌
と
も
響
き
合
っ
て
い
る
。「
初
春
の
今

日
」
の
表
現
は
、
先
掲
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
の
正
月
三
日
に
家
持
自
身

が
詠
ん
だ
巻
二
十
・
四
四
九
三
番
歌
の
上
二
句
「
初は
つ

春は
る

の
初は

つ

子ね

の
今
日
の
」
を

踏
ま
え
る
表
現
。「
今
日
」
は
永
遠
の
深
み
を
も
っ
た
今
日
で
あ
る
。「
降
る
雪

の
」
の
「
雪
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
初
雪
で
あ
り
、
前
年
の
橘
奈
良
麻
呂
事
件

な
ど
の
悲
し
み
を
鎮
め
る
よ
う
に
、
そ
し
て
未
来
へ
の
希
望
の
よ
う
に
、
音
も

な
く
清
ら
か
に
降
り
積
も
る
。
初
句
か
ら
「
降
る
雪
の
」
ま
で
が
実
景
の
序

で
「
い
や
重
け
」
を
起
こ
し
、
そ
の
命
令
形
に
よ
っ
て
祈
願
の
対
象
で
あ
る

「
吉
（
善
）
事
」
を
強
く
提
示
す
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
こ
こ
に
は
橘
諸
兄
の

巻
十
七
・
三
九
二
二
番
歌
の
「
降
る
雪
の
白し
ろ

髪か
み
ま
で
に
」
の
実
景
的
枕
詞
「
降

る
雪
の
」
の
用
法
が
顧
慮
さ
れ
て
い
よ
う
。
ま
た
、
先
掲
「
降
り
し
け
」
の
歌

例
も
脳
裏
に
刻
ま
れ
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

正
月
一
日
の
歌
は
、
万
葉
集
中
に
当
面
歌
四
五
一
六
の
み
。
正
月
一
日
と
い

う
一
年
の
始
ま
り
の
日
の
歌
で
意
図
的
に
万
葉
集
を
閉
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

時
間
と
思
い
の
永
遠
性
が
生
み
出
さ
れ
る
。
閉
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
開
か
れ
る

（
始
ま
る
）
の
で
あ
る
。

　

家
持
は
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
の
正
月
一
日
に
当
歌
を
詠
ん
だ
時
に
は
、

そ
の
一
年
、
吉
（
善
）
き
事
が
継
起
す
る
こ
と
を
祈
願
す
る
歌
で
あ
っ
た
け
れ

ど
も
、
こ
の
歌
が
万
葉
集
の
編
纂
の
観
点
か
ら
家
持
自
身
に
よ
っ
て
万
葉
集
の

最
後
に
置
か
れ
た
時
、
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
と
い
う
一
年
の
枠
が
は
ず

れ
、
来
る
年
来
る
年
の
正
月
一
日
に
吉
事
を
祈
願
す
る
永
遠
の
元
日
詠
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
巡
り
来
る
年
々
の
永
遠
の
「
一
年
サ
イ
ク
ル
」
の
最
初
の
日
の

正
月
一
日
に
再
生
し
、
日
本
と
日
本
人
の
吉
事
を
祈
願
す
る
歌
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。当
歌
は
永
遠
の
時
空
と
リ
ン
ク
す
る
元
日
吉
事
祈
願
の
歌
な
の
で
あ
る
。

　

家
持
は
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）
の
正
月
二
日
に
、
越
中
国
で
次
の
よ
う

な
千
年
寿
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

天
平
勝
宝
二
年
の
正
月
の
二
日
に
、
国
庁
に
し
て
饗あ
へ

を
諸

も
ろ
も
ろの

郡ぐ
ん

司し

等ら

に
給
ふ
宴
の
歌
一
首
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あ
し
ひ
き
の
山
の
木こ
ぬ
れ末
の
ほ
よ
取
り
て
か
ざ
し
つ
ら
く
は
千ち

年と
せ

寿ほ

く
と

ぞ
（
巻
十
八
・
四
一
三
六
番
歌
）

　
　

右
の
一
首
は
、
守
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。

　

題
詞
は
因
幡
国
で
の
当
面
歌
四
五
一
六
と
よ
く
似
る
。
左
注
の
記
載
は
ま
っ

た
く
同
じ
で
あ
る
（
た
だ
し
、「
守
」
の
内
容
は
越
中
国
守
と
因
幡
国
守
の
相

違
あ
り
）。
こ
の
歌
は
家
持
が
四
五
一
六
の
題
詞
・
左
注
の
記
載
の
折
に
参
照

し
た
歌
と
思
わ
れ
る
。
木
の
梢
の
ほ
よ
（
落
葉
高
木
に
や
ど
る
常
緑
小
低
木
）

を
通
し
て
千
年
4

4

長
寿
を
願
っ
た
歌
で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
四
五
一
六
番
歌
は
、

有
限
（
無
常
）
の
「
雪
」
か
ら
無
限
（
永
遠
）
を
創
造
し
、「
万
葉
4

4

」（
万
代
。

永
遠
。「
葉
」
は
「
代
（
世
）」
の
意
）
の
吉
事
を
祈
願
し
た
の
で
あ
る
。

　

家
持
は
最
初
の
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
（
巻
一
・
一
～
五
三
番
歌
）
に
付

け
ら
れ
、
二
十
巻
全
体
の
名
と
な
っ
て
い
た
『
万
葉
集
』
と
い
う
名
を
し
か
と

意
識
し
、
四
五
一
六
番
歌
を
最
後
に
置
い
て
、
万
葉
集
を
未
来
に
つ
な
げ
た
の

で
あ
る
。四

、
永
遠
と
リ
ン
ク
す
る
つ
な
ぎ
の
手
法

　

正
月
一
日
の
四
五
一
六
番
歌
に
よ
っ
て
万
葉
集
を
閉
じ
か
つ
開
く
と
い
う
手

法
、
四
五
一
六
番
歌
に
よ
っ
て
万
葉
集
が
巡
り
来
る
年
々
の
そ
の
サ
イ
ク
ル
の

永
遠
の
時
空
間
と
リ
ン
ク
す
る
と
い
う
手
法
を
、
家
持
は
ど
の
よ
う
に
し
て
獲

得
し
た
の
か
。

　

思
う
に
、そ
の
手
法
を
、家
持
の
父
大
伴
旅
人
の
「
讃
酒
歌
十
三
首
」（
巻
三
・

三
三
八
～
三
五
〇
番
歌
）
の
歌
の
つ
な
ぎ
の
手
法
や
、
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首

本
（
巻
一
・
一
～
五
三
番
歌
）
に
お
け
る
各
天
皇
の
宮
の
時
代
の
歌
の
つ
な
ぎ

歌
の
手
法
な
ど
に
拠
っ
て
獲
得
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ａ
讃
酒
歌
の
歌
の
つ
な
ぎ
の
手
法

　

讃
酒
歌
十
三
首
の
歌
の
つ
な
ぎ
手
法
を
見
て
み
よ
う
。

　

大だ
ざ

宰い
の

帥そ
ち

大お
ほ

伴と
も
の

卿
ま
へ
つ
き
み、
酒
を
讃ほ

む
る
歌
十
三
首

１
験し
る
しな
き
も
の
を
思
は
ず
は
一ひ
と
坏つ
き
の
濁に
ご
れ
る
酒
を
飲
む
べ
く
あ
る
ら
し

（
三
三
八
番
歌
）

２
酒
の
名
を
聖ひ
じ
りと

負お
ほ

せ
し
い
に
し
へ
の
大
き
聖
の
言こ

と
の
宜よ

ろ
し
さ
（
三
三
九
）

３
い
に
し
へ
の
七な
な
の
賢さ
か
し
き
人
た
ち
も
欲ほ

り
せ
し
も
の
は
酒
に
し
あ
る
ら

し
（
三
四
〇
）

４
賢さ
か
し
み
と
物も
の

言
ふ
よ
り
は
酒
飲
み
て
酔ゑ

ひ
泣な

き
す
る
し
ま
さ
り
た
る
ら

し
（
三
四
一
）

５
言
は
む
す
べ
為せ

む
す
べ
知
ら
ず
極き

は
ま
り
て
貴た

ふ
とき

も
の
は
酒
に
し
あ
る
ら

し
（
三
四
二
）

６
な
か
な
か
に
人
と
あ
ら
ず
は
酒さ
か
壺つ
ほ
に
な
り
に
て
し
か
も
酒
に
染し

み
な
む

（
三
四
三
）

７
あ
な
醜
み
に
く
賢さ
か
し
ら
を
す
と
酒
飲
ま
ぬ
人
を
よ
く
見
ば
猿さ
る
に
か
も
似に

む（
三
四
四
）

８
価あ
た
ひな

き
宝た

か
らと

い
ふ
と
も
一ひ

と
坏つ

き
の
濁
れ
る
酒
に
あ
に
ま
さ
め
や
も
（
三
四
五
）

９
夜よ
る
光ひ
か
る
玉た
ま
と
い
ふ
と
も
酒
飲
み
て
心
を
遣や

る
に
あ
に
及し

か
め
や
も（

三
四
六
）

10
世よ
の
間な
か
の
遊
び
の
道
に
楽
し
き
は
酔ゑ

ひ
泣
き
す
る
に
あ
る
べ
か
る
ら
し

（
三
四
七
）

11
こ
の
世
に
し
楽
し
く
あ
ら
ば
来こ

む
世
に
は
虫
に
鳥
に
も
我わ

れ
は
な
り
な
む

（
三
四
八
）
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12
生
け
る
者ひ
と

遂つ
ひ
に
も
死
ぬ
る
も
の
に
あ
れ
ば
こ
の
世
に
あ
る
間ま

は
楽
し
く

を
あ
ら
な
（
三
四
九
）

13
黙も
だ

居を

り
て
賢さ

か
し
ら
す
る
は
酒
飲
み
て
酔ゑ

ひ
泣
き
す
る
に
な
ほ
及し

か
ず
け

り
（
三
五
〇
）

　

右
十
三
首
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
先
師
伊
藤
博
氏
が
「『
讃
酒
歌
』
の
構
造
」

（『
萬
葉
集
の
表
現
と
方
法
上
』
第
二
章
第
一
節
二
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十

日
、
塙
書
房
発
行
）
や
『
萬
葉
集
釋
注
二
』（
一
九
九
六
年
二
月
二
十
五
日
、

集
英
社
発
行
）
な
ど
に
説
く
よ
う
に
、
第
一
首
三
三
八
、
第
四
首
三
四
一
、
第

七
首
三
四
四
、
第
十
首
三
四
七
、
第
十
三
首
三
五
〇
の
五
首
が
「
柱
」
と
な
り
、

そ
の
間
に
あ
る
二
首
ず
つ
の
四
群
が
「
襖ふ
す
ま」
の
関
係
で（
注
１
）、「
四
群
と
五
首
と
は
、

相
互
に
繋
ぎ
と
な
り
接
着
剤
と
な
り
つ
つ
、
微
妙
に
し
て
明
確
な
抒
情
の
展
開

を
完
成
し
て
い
る
。」（
上
掲
論
文
）。

　

五
首
の
柱
歌
の
う
ち
、
第
四
首
三
四
一
、
第
七
首
三
四
四
、
第
十
首

三
四
七
の
三
首
は
、
三
三
八
～
三
四
一
、三
四
一
～
三
四
四
、三
四
四
～

三
四
七

4

4

4

、三
四
七

4

4

4

～
三
五
〇
の
よ
う
に
、
四
首
一
組
の
最
後
の
第
四
首
で
あ
る

と
同
時
に
、
次
の
四
首
一
組
の
最
初
の
第
一
首
で
あ
る
と
い
う
二
重
の
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

当
面
歌
四
五
一
六
も
、
正
月
一
日
の
万
葉
集
最
終
歌
で
あ
る
と
同
時
に
、
来

る
年
来
る
年
の
最
初
に
立
つ
歌
で
あ
る
と
い
う
二
重
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

讃
酒
歌
の
如
上
の
柱
歌
の
手
法
と
規
を
一
に
す
る
。
家
持
は
讃
酒
歌
の
柱
歌
の

手
法
を
応
用
し
た
も
の
と
推
断
で
き
る
。

ｂ
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
の
各
天
皇
の
宮
時
代
の
歌
を
リ
ン
ク
さ
せ
る

つ
な
ぎ
歌
の
手
法

　

家
持
は
万
葉
集
の
最
終
編
者
と
し
て
、
万
葉
集
二
十
巻
の
根
幹
た
る
原
撰
万

葉
集
五
十
三
首
本
（
巻
一
・
一
～
五
三
番
歌
）
の
各
天
皇
の
宮
時
代
の
歌
を
つ

な
ぐ
歌
の
手
法
を
心
得
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
に
つ
い

て
は
、
橘
守
部
が
歌
の
記
載
形
式
の
違
い
に
着
眼
し
て
、
そ
の
存
在
を
発
見
す

る
前
に
、
家
持
も
当
然
気
が
つ
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
証
左
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
。

　

拙
論
「
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
と
伊
勢
神
宮
」（
国
文
学
論
考
第
五
十
九

号
、
二
〇
二
三
年
三
月
、
都
留
文
科
大
学
国
文
学
会
発
行
）
に
指
摘
し
た
よ
う

に
、
舒
明
天
皇
「
高
市
の
岡
本
の
宮
」
時
代
の
歌
（
二
～
六
番
歌
）
と
皇
極
天

皇
「
明
日
香
の
川
原
の
宮
」
時
代
の
歌
（
七
番
歌
）
を
「
讃さ
ぬ
き岐
の
安あ

益や

の
郡こ
ほ
りに

幸い
で
ます
時
に
、
軍
王
が
山
を
見
て
作
る
歌
」（
五
～
六
番
歌
）
が
つ
な
ぎ
、
皇
極

天
皇
「
明
日
香
の
川
原
の
宮
」
時
代
の
歌
（
七
番
歌
）
と
斉
明
天
皇
「
後
の
岡

本
の
宮
」
時
代
の
歌
（
八
～
一
五
番
歌
）
を
額
田
王
の
七
番
歌
が
つ
な
ぎ
、
斉

明
天
皇
の
「
後
の
岡
本
の
宮
」
時
代
の
歌
（
八
～
一
五
番
歌
）
と
天
智
天
皇
「
近

江
の
大
津
の
宮
」
時
代
の
歌
（
一
六
～
二
一
番
歌
）
を
「
中
大
兄
近
江
の
宮
に
天

の
下
知
ら
し
め
す
天
皇
の
三
山
の
歌
」（
一
三
～
一
五
番
歌
）
が
つ
な
ぎ
、
天
智
天

皇
の
「
近
江
の
大
津
の
宮
」
時
代
の
歌
（
一
六
～
二
一
番
歌
）
と
天
武
天
皇
「
明

日
香
の
清
御
原
の
宮
」
時
代
の
歌
（
二
二
～
二
七
番
歌
）
を
額
田
王
と
大
海
人

皇
子
の
二
〇
～
二
一
番
歌
が
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
天
武
天
皇
の
「
明
日
香
の
清
御

原
の
宮
」
時
代
の
歌
（
二
二
～
二
七
番
歌
）
と
持
統
天
皇
「
藤
原
の
宮
」
時
代

の
歌
（
二
八
～
五
三
番
歌
）
を
、
天
武
天
皇
の
二
七
番
歌
と
持
統
天
皇
の
二
八

番
歌
が
双
方
か
ら
緊
密
に
つ
な
い
で
い
る
。

　

家
持
は
、
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
す
な
わ
ち
万
葉
集
全
体
の
根
幹
部
の
舒

明
天
皇
か
ら
持
統
天
皇
に
至
る
ま
で
の
各
天
皇
の
宮
時
代
の
歌
を
つ
な
ぐ
つ
な

ぎ
歌
の
手
法
を
心
得
て
お
り
、
そ
の
手
法
を
、
万
葉
集
最
終
四
五
一
六
番
歌
に

応
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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五
、
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
を
意
識
し
て
の
四
五
一
六
番
歌

　
ａ
雄
略
天
皇
御
製
歌
と
四
五
一
六
番
歌

　

万
葉
集
の
最
後
に
置
か
れ
て
、
来
る
年
来
る
年
の
吉
事
の
継
起
を
強
く
祈
願

す
る
歌
と
な
っ
た
四
五
一
六
番
歌
は
、
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
精
撰
本
に
説
く

よ
う
に
、
一
番
歌
の
雄
略
天
皇
御
製
結
婚
予
祝
歌
と
響
き
合
っ
て
い
る
。
結
婚

は
吉
事
の
最
重
要
素
で
あ
る
。

　

雄
略
御
製
歌
が
春
の
生
命
力
と
愛
の
情
熱
に
満
ち
、
明
る
い
光
と
新
緑
に
彩

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
大
伴
家
持
に
よ
る
万
葉
集
最
終
歌
は
、
降
る
雪
の
清

ら
か
な
白
一
色
に
彩
ら
れ
て
い
る
（
前
掲
拙
著
『
テ
ー
マ
別
万
葉
集
』
第
一
章

「
万
葉
集
の
名
義
―
―
永
遠
の
和
歌
集
」
三
頁
脚
注
）。

　

万
葉
集
の
最
初
の
巻
一
・
一
番
歌
の
作
者
が
雄
略
天
皇
（
大お
ほ

泊は
つ

瀬せ

稚わ
か

武た
け
る

天
す
め
ら

皇み
こ
と）
で
あ
り
、
最
終
四
五
一
六
番
歌
の
作
者
が
大
伴
宿
禰
家
持
で
あ
る
と
い
う

人
物
の
対
応
に
は
、
雄
略
天
皇
の
王
権
を
、
武ぶ

を
主
に
し
て
支
え
た
人
物
の
一

人
が
大お
ほ

連む
ら
じ（
大
和
朝
廷
に
お
け
る
最
高
執
政
官
の
称
号（
注
２
））
の
大
伴
連
室む
ろ

屋や

で

あ
る
こ
と
か
ら
（『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
即
位
前
紀
な
ど
）、
そ
れ
以
降
、
武

を
主
に
し
て
長
く
朝
廷
に
仕
え
て
き
た
大
伴
氏
の
長
た
る
家
持
の
自
負
が
読
み

と
れ
る
（
前
掲
拙
著
『
テ
ー
マ
別
万
葉
集
』
第
十
五
章
「
万
葉
の
祈
り
―
万
葉

の
正
月
」
四
〇
九
頁
脚
注
）。

　

家
持
が
万
葉
集
二
十
巻
の
根
幹
部
で
あ
る
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本（
巻
一
・

一
～
五
三
番
歌
）
の
存
在
を
心
得
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
上
述
し
た
が
、
雄

略
天
皇
御
製
歌
（
一
番
歌
）
へ
の
叙
上
の
意
識
も
、
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本

の
存
在
を
意
識
し
て
の
こ
と
で
あ
る
（
後
に
詳
述
）。

　

ｂ
正
月
一
日
と
持
統
天
皇
即
位
日

　

万
葉
集
最
終
歌
四
五
一
六
が
正
月
一
日
の
歌
で
あ
る
点
に
も
、
原
撰
万
葉
集

の
影
響
が
あ
ろ
う
。

　

原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
は
、
天
武
・
持
統
万
葉
集
と
換
言
で
き
る
。
そ
の

企
画
者
は
天
武
天
皇
で
あ
り
、
そ
の
編
纂
の
中
心
が
持
統
天
皇
で
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
天
武
天
皇
御
製
歌
二
五
～
二
七
番
歌
と
持
統
天
皇
御
製

歌
二
八
番
歌
が
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
の
核
心
部
を
成
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
以
上
、
拙
論
「
持
統
天
皇
御
製
歌
と
原
撰
『
万
葉
集
』」
都
留
文
科
大
学
大
学

院
紀
要
第
二
十
二
集
、
二
〇
一
八
年
三
月
発
行
、
先
掲
拙
論
「
原
撰
万
葉
集

五
十
三
首
本
と
伊
勢
神
宮
」）。

　

し
て
み
る
と
、
万
葉
集
最
終
歌
四
五
一
六
が
春
正
月
一
日
の
歌
で
あ
る
点
に

は
、
原
撰
万
葉
集
の
中
心
に
立
つ
持
統
天
皇
の
即
位
式
の
日
の
春
正
月
一
日
の

影
響
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

天
武
天
皇
崩
御
の
の
ち
、
持
統
天
皇
は
即
位
式
を
挙
げ
ず
に
政
務
を
摂と

っ
て

き
た
が
（
稱
制
）、
持
統
四
年
（
六
九
〇
）
春
正
月
一
日
に
即
位
式
を
挙
げ
て

即
位
し
た
。『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
四
年
春
正
月
一
日
条
に
は
、
次
の
よ
う

に
記
し
て
い
る
（
本
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
『
日
本
書
紀
下
』
一
九
六
五

年
七
月
五
日
、岩
波
書
店
発
行
に
拠
る
）。「
吉
（
善
）
事
」
と
同
音
の
「
壽
詞
」

の
言
葉
も
見
ら
れ
る
。

　

四
年
の
春
正
月
の
戊
つ
ち
の
え
寅と
ら
の
朔
つ
い
た
ち
の
ひに
、
物
部
麻
呂
朝
臣
、
大
盾
を
樹た

つ
。

神
祇
伯
中
臣
大
嶋
朝
臣
、
天
あ
ま
つ

神か
み
の

壽よ

詞ご
と

読
む
。
畢を
は

り
て
忌い
み

部べ
の

宿す
く

禰ね

色し
こ

夫ぶ

知ち

、
神
か
み
の

璽し
る
しの
劒つ
る
ぎ・
鏡
を
皇
后
に
奉た
て
上ま
つ
る
。
皇
后
、
即あ
ま

天つ
ひ

皇つ
ぎ

位し
ろ
し
めす
。
公
ま
へ
つ

卿き
み

百つ
か
さ

寮つ
か
さ、

羅つ
ら
な列

り
て
匝あ

ま
ねく

拜を
が

み
た
て
ま
つ
り
て
、
手て

拍う

つ
。

　

家
持
は
持
統
天
皇
へ
の
敬
意
か
ら
、持
統
天
皇
即
位
の
持
統
四
年
（
六
九
〇
）
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春
正
月
一
日
と
響
き
合
わ
せ
る
意
図
を
も
っ
て
、
万
葉
集
最
終
歌
を
天
平
宝
字

三
年
（
七
五
九
）
春
正
月
一
日
の
四
五
一
六
番
歌
と
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
持
統
天
皇
即
位
の
正
月
一
日
を
意
識
し
た

4

4

4

4

蓋が
い

然ぜ
ん

性
は
高
い
と
思

わ
れ
る
。
他
の
こ
と
の
影
響
に
つ
い
て
は
注
６
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
ｃ
万
葉
集
二
十
巻
構
造
と
伊
勢
神
宮
遷
宮
年
数
二
十

　

万
葉
集
二
十
巻
構
造
に
つ
い
て
、
な
ぜ
二
十
巻
な
の
か
、
い
ま
だ
解
明
さ
れ

て
い
な
い
。
二
十
巻
は
、
十
六
巻
（
巻
一
～
十
六
）
＋
大
伴
家
持
歌
日
誌
四
巻

（
巻
十
七
～
二
十
）
の
二
部
構
造
の
合
体
と
な
っ
て
い
る
が
、
家
持
が
自
身
の

歌
日
誌
部
分
を
な
ぜ
四
巻
と
し
、
全
体
を
二
十
巻
と
し
た
の
か
、
明
ら
か
で
な

い
。
し
か
し
、前
掲
拙
論
「
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
と
伊
勢
神
宮
」
に
論
述
、

指
摘
し
た
よ
う
に
、
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
が
天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
の
伊

勢
神
宮
に
対
す
る
崇
敬
意
識
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

万
葉
集
二
十
巻
構
造
の
「
二
十
」
と
い
う
数
字
は
、
天
武
天
皇
が
定
め
た

と
い
わ
れ
る
二
十
年
に
一
度
の
式
年
遷
宮
、
持
統
天
皇
即
位
の
持
統
四
年

（
六
九
〇
）
に
行
っ
て
以
来
の
式
年
遷
宮（
注
３
）の
そ
の
二
十
と
い
う
数
字
と
関
わ
る

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
伊
勢
神
宮
』（
昭
和
六
十
一
年
十
一
月
二
十
一
日
、
共
同
通
信
社
発
行
）
の

「
神
宮
の
建
築
と
式
年
遷
宮
」
の
「
な
ぜ
遷
宮
は
二
十
年
で
」
の
節
に

掘
っ
立
て
柱
に
萱
の
屋
根
で
素し
ら

木き

の
御
殿
は
十
年
も
す
れ
ば
部
分
的
に

は
少
々
傷
み
、
清
々
し
い
美
し
さ
も
失
わ
れ
て
く
る
が
、
ま
だ
ま
だ
耐

久
性
は
あ
る
。
し
か
し
尊
厳
な
姿
を
保
つ
に
は
二
十
年
が
限
度
で
あ
る
。

　

十
年
一
昔
と
い
う
。
そ
し
て
二
十
年
は
時
代
の
大
き
な
区
切
り
で
あ

り
、
世
代
の
一
区
切
り
で
も
あ
る
。

　

万
葉
集
も
勅
撰
和
歌
集
も
二
十
巻
で
あ
り
、
古
代
は
二
十
と
い
う
数

が
区
切
り
の
数
と
さ
れ
、
暦
学
に
お
い
て
も
元
旦
と
立
春
が
重
な
る
の

は
約
二
十
年
に
一
度
と
い
う
説
も
あ
る
。

と
記
し
、
万
葉
集
の
二
十
巻
に
も
言
及
し
て
い
る
。
が
、
万
葉
集
の
巻
数
の

二
十
と
式
年
遷
宮
の
年
数
二
十
は
そ
れ
ぞ
れ
「
区
切
り
」
の
数
字
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
お
り（
注
４
）、

両
者
の
直
接
的
有
機
的
関
わ
り
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
触
れ
て

い
な
い
。

　

前
掲
拙
論
「
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
と
伊
勢
神
宮
」
に
論
述
し
た
よ
う
に
、

万
葉
集
の
原
撰
部
（
巻
一
・
一
～
五
三
番
歌
）
は
、
天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
の

伊
勢
神
宮
へ
の
崇
敬
意
識
に
よ
っ
て
編
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
心
得
て
い

た
家
持
が
遷
宮
の
年
数
二
十（
注
５
）を
意
識
し
て
、
万
葉
集
を
二
十
巻
と
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、聖
武
天
皇
天
平
十
九
年
（
七
四
七
）
に
、

内
宮
第
四
回
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ
た
と
い
う
（
上
掲
『
伊
勢
神
宮
』「
神
宮
年

表
抄
」
に
拠
る
）。
そ
れ
は
家
持
越
中
国
守
時
代
の
こ
と
で
あ
る
が
、
家
持
は

そ
の
年
の
五
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
の
数
カ
月
を
税
帳
使
と
し
て
帰
京
し
て
お

り
、
式
年
遷
宮
の
こ
と
を
聞
く
機
会
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

家
持
は
天
平
十
二
年
（
七
四
〇
）
十
月
の
聖
武
天
皇
伊
勢
国
行
幸
に
内う
ど
ね
り

舎
人

と
し
て
供
奉
し
、
河
口
行か
り

宮み
や

に
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
（
巻
六
・
一
〇
二
九
番

歌
）。『
続
日
本
紀
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
続
日
本
紀
二
』
一
九
九
〇
年

九
月
二
七
日
、
岩
波
書
店
発
行
に
拠
る
）
を
検
す
る
に
、
天
平
十
二
年
の
十
月

二
十
九
日
に
、「
伊
勢
国
に
行み
ゆ
き幸
し
た
ま
ふ
。」
と
あ
り
、
十
一
月
二
日
に
、「
伊

勢
国
壱い
ち

志
郡
河
口
頓か

り
宮み

や
に
到
る
。
こ
れ
を
関せ

き
の
み
や宮と

謂
ふ
。」、
三
日
に
は
、

少
納
言
従
五
位
下
大
井
王
并あ
は
せ
て
中な
か

臣と
み
・
忌い
む

部べ

ら
を
遣つ
か
はし
て
、
幣み
て

帛ぐ
ら
を
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大
神
宮
に
奉
る
。
車き
よ
駕が

、
関
宮
に
停と
ど
まり
御お
は
し
ま
す
こ
と
十
箇
日
。

と
記
す
。
家
持
、
時
に
二
十
三
歳
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
す
で
に
伊
勢
神
宮
に

対
す
る
崇
敬
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

　

式
年
遷
宮
に
つ
い
て
の
見
解
の
中
に
、
目
を
引
く
見
解
が
あ
る
。
清
水
潔
氏

「
伊
勢
の
神
宮　
清
浄
の
思
想
」（『
伊
勢
神
宮　
悠
久
の
歴
史
と
祭
り
』
二
〇
一
三
年

五
月
十
九
日
、
平
凡
社
発
行
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

式
年
遷
宮
は
、
天
武
天
皇
の
叡え
い

虜り
ょ

を
体
し
て
、
持
統
天
皇
四
年

（
六
九
〇
）
に
内
宮
の
、
同
六
年
に
外
宮
の
第
一
回
式
年
遷
宮
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
ま
で
は
、
破
損
す
る
に
し
た
が
っ
て
修
理
す
る
の
が
例
で
あ
っ

た
。

　

掘
立
式
で
萱
葺
の
屋
根
を
も
つ
社
殿
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
永
く
清
浄

な
社
殿
を
保
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。
祭
祀
に
厳
し
く
求
め
ら
れ
る
の
は

清
浄
性
で
あ
る
。
清
ら
か
な
社
殿
、
清
ら
か
な
神
餞
、
清
ら
か
な
調
度
、

装
束
、
清
ら
か
な
神
宝
、
そ
れ
は
真
新
し
い
こ
と
と
同
義
で
も
あ
る
。
式

年
遷
宮
は
部
分
的
な
修
復
で
は
な
く
、
一
切
を
新
し
く
し
て
、
徹
底
し

た
清
浄
性
を
実
現
し
、
そ
こ
に
御
神
体
を
お
遷
し
し
て
お
祭
り
し
、
神

威
の
更
新
を
願
い
、
国
家
無
窮
の
弥い
や

栄さ
か

を
祈
る
。
そ
れ
は
、
神
宮
祭
祀

の
原
点
の
二
十
年
ご
と
の
大
い
な
る
甦
り
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
皇
祖
神
を
お
祀
り
す
る
神
宮
の
式
年
遷
宮
制
を
採
用
さ
れ

た
思
想
的
基
盤
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
天
武
天
皇
朝
に
は
国
家
の

永
遠
性
や
清
浄
性
を
志
向
し
た
他
の
施
策
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

　

肯
定
す
べ
き
見
解
で
あ
る
。
ま
た
、
同
書
収
録
の
吉
川
竜
実
氏
「
式
年
遷
宮

―
―
原
点
回
帰
へ
の
大
い
な
る
営
み
」
に
は
、
諸
説
を
紹
介
後
に
、「
す
べ
て
の
説
の

根
底
に
は
、
常
に
瑞み
ず
々み
ず
し
く
清
ら
か
で
あ
る
こ
と
を
尊
ぶ
『
常と
こ
若わ
か
』
の
思
想
と

『
原
点
回
帰
』
の
信
仰
と
が
流
れ
て
い
る
の
は
重
要
で
あ
る
。」
と
述
べ
、
建
築

学
者
稲
垣
栄
三
氏
の
次
の
よ
う
な
見
解
を
紹
介
し
て
い
る
。

祭
が
繰
返
し
行
わ
れ
る
限
り
、
過
ぎ
去
る
こ
と
の
な
い
起
源
の
時
が
そ

の
つ
ど
再
現
さ
れ
る
。
こ
れ
こ
そ
こ
の
制
度
を
創
始
し
た
人
の
求
め
た

も
の
で
あ
る
。（
略
）
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
繰
返
さ
れ
た
式
年
遷
宮
へ
の
参

加
は
、
そ
の
時
代
の
も
つ
固
有
の
時
間
か
ら
の
脱
出
で
あ
る
。
そ
れ
は

ル
ー
マ
ニ
ア
の
宗
教
学
者
ミ
ル
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
が
〈
永
遠
性
に
属

す
る
太
初
の
時
へ
の
回
帰
〉
と
も
〈
永
遠
の
反
復
〉
と
も
呼
ん
だ
構
造

と
同
じ
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。

　

前
掲
拙
論
に
述
べ
た
よ
う
に
、
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
と
伊
勢
神
宮
と
の

関
わ
り
は
、
清
（
浄
）
く
明あ
か
き
世
界
を
尊
重
し
た
天
武
天
皇
の
思
想
の
具
現
で

あ
る
。
そ
の
原
撰
万
葉
集
の
最
初
に
御
製
歌
が
据
え
ら
れ
た
雄
略
天
皇
は
、
伊

勢
神
宮
と
関
わ
る
天
皇
で
あ
っ
た
（『
日
本
書
紀
』
雄
略
天
皇
元
年
三
月
是
の

月
条
）。

　

家
持
が
天
武
天
皇
・
持
統
天
皇
の
伊
勢
神
宮
に
対
す
る
崇
敬
意
識
に
よ
っ
て

形
成
さ
れ
た
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
（
巻
一
・
一
～
五
三
番
歌
）
と
そ
の
最

初
の
雄
略
天
皇
御
製
歌
を
意
識
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
四
五
一
六
番
歌
は
伊
勢

神
宮
に
対
す
る
崇
敬
意
識
に
支
え
ら
れ
た
再
生
と
永
遠
の
吉
事
祈
願
の
歌
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

六
、四
五
一
六
番
歌
と
万
葉
集
二
十
巻
編
纂
完
成
の
時
期
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家
持
は
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
（
巻
一
・
一
～
五
三
番
歌
）
を
意
識
し
、
そ

の
最
初
の
雄
略
天
皇
御
製
歌
と
響
き
合
う
歌
を
万
葉
集
の
最
後
に
据
え
る
意

図
を
、
い
つ
ご
ろ
抱
い
た
の
か
。
思
う
に
、
そ
の
意
図
は
、
家
持
が
自
身
の

「
霍ほ
と
と
ぎ
す

公
鳥
を
感め

づ
る
情こ

こ
ろに

飽あ

か
ず
し
て
、
懐お

も
ひを

述
べ
て
作
る
歌
一
首
幷
せ
て
短
歌
」

（
巻
十
九
・
四
一
八
〇
～
四
一
八
三
番
歌
）の
長
歌
四
一
八
〇
の
歌
い
起
こ
し
に
、

原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
の
中
心
を
天
武
天
皇
御
製
歌
二
五
～
二
七
と
と
も
に
成

す
持
統
天
皇
御
製
歌
二
八
の
上
二
句
「
春
過
ぎ
て
夏
来(

き
た)

る
ら
し
」
を

意
識
し
て
、「
春
過
ぎ
て
夏
来
向
か
へ
ば
」
と
詠
ん
だ
天
平
勝
宝
二
年
（
七
五
〇
）

四
月
三
日
の
頃
に
は
確
実
に
存
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

響
き
合
い
に
対
す
る
意
図
は
、
家
持
歌
日
誌
の
巻
十
七
冒
頭
部
の
天
平
十
八

年
正
月
肆
宴
の
雪
賦
応
詔
歌
群
（
三
九
二
二
～
三
九
二
六
番
歌
）
に
対
し
て
も

存
し
、
上
述
の
雄
略
御
製
歌
と
の
響
き
合
い
と
二
重
の
響
き
合
い
を
意
図
し
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

家
持
が
自
身
の
代
表
作
と
自
覚
し
て
い
た
と
覚
し
い
春
愁
絶
唱
三
首
（
巻

十
九
・
四
二
九
〇
～
四
二
九
二
番
歌
。
そ
の
左
注
参
照
）
を
万
葉
集
の
最
終
歌

群
と
し
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
三
首
で
は
、
如
上
の
二
重
の
響
き
合
い
を
か
な

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
巻
二
十
形
成
の
旅
が
始
ま
る

要
因
が
あ
る
。
二
重
の
響
き
合
い
を
か
な
え
る
歌
の
創
出
の
旅
。

　

そ
し
て
、
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
九
）
正
月
一
日
に
吉
事
祈
願
の
歌

四
五
一
六
を
詠
み
成
す
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
歌
を
編
纂
上
万
葉
集
の
最
後
に

置
い
た
時
、
永
遠
の
吉
事
祈
願
の
歌
と
な
り
、
巻
十
七
冒
頭
部
の
天
平
十
八
年

正
月
肆
宴
雪
賦
応
詔
歌
群
（
三
九
二
二
～
三
九
二
六
）
と
響
き
合
う
と
同
時
に
、

巻
一
の
最
初
、
巻
一
の
原
撰
部
五
十
三
首
の
最
初
に
立
つ
雄
略
天
皇
御
製
歌
と

響
き
合
う
歌
と
な
っ
た
の
で
あ
る（
注
６
）。

そ
の
響
き
合
い
の
達
成
に
、
最
終
編
者
大

伴
家
持
は
幸
福
を
感
じ
た
で
あ
ろ
う
。

　

し
て
み
る
と
、
家
持
の
手
に
よ
る
万
葉
集
二
十
巻
編
纂
の
完
成
の
時
期
と
し

て
、こ
の
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
の
歌
は
一
年
の
最
初
正
月
一
日
の
四
五
一
六
番

歌
の
一
首
の
み
。
そ
れ
以
降
の
歌
は
な
い
。
こ
の
四
五
一
六
番
歌
に
家
持
の
格

別
の
思
い
入
れ
が
あ
っ
た
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
格
別
の
思
い
は
、

こ
の
歌
の
配
置
を
も
っ
て
万
葉
集
の
編
纂
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
思
い
で
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
見
方
を
支
持
す
る
歴
史
的
事
実
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
天
平
宝
字
三
年
の

前
年
天
平
宝
字
二
年
（
七
五
八
）
と
、
翌
天
平
宝
字
四
年
（
七
六
〇
）
の
次
の

よ
う
な
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。

　

家
持
が
六
月
十
六
日
に
因
幡
国
守
に
任
命
さ
れ
た
天
平
宝
字
二
年（
七
五
八
）

の
八
月
一
日
に
、
孝
謙
天
皇
の
譲
位
を
受
け
て
、
皇
太
子
大お
お

炊い
の

王お
お
き
みが
淳
仁
天

皇
と
し
て
即
位
し
た
。
こ
の
八
月
の
一
日
に
孝
謙
上
皇
と
光
明
皇
太
后
の
、
そ

し
て
九
日
に
先
帝
聖
武
の
、
そ
れ
ぞ
れ
美
名
と
優
れ
た
事
績
を
讃
え
て
、
尊
号

を
追
上
し
た
。

　

八
月
一
日
の
孝
謙
上
皇
と
光
明
皇
太
后
に
尊
号
を
奉
る
百
官
の
上
表
文
中
に

は
、

伏
し
て
乞こ

は
く
は
、
上じ

や
う
だ
い臺は

宝ほ
う
じ
し
よ
う
と
く

字
称
徳
孝
謙
皇
帝
と
称
し
奉

た
て
ま
つり

、
中
臺

は
天
平
応お
う

真し
ん

仁に
ん

正し
や
う
皇
太
后
と
称
し
奉
ら
む
こ
と
を
。
上か
み

天て
ん
休き
う（
稿
者
注
、

天
の
称
賛
す
る
と
こ
ろ
、
の
意
）
に
恊か
な

ひ
て
鴻こ
う

名め
い
を
万ば
ん

歳せ
い
に
伝
へ
、
下し
も

人
望
に
従
ひ
て
雅が
し
よ
う称
を
千
秋
に
揚あ

ぐ
。（
傍
線
は
稿
者
）

と
あ
り
、
九
日
の
先
帝
聖
武
に
尊
号
を
追
上
す
る
勅
の
中
に
も
、
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其
れ
洪こ
う

業げ
ふ
を
揚あ

げ
奉
ら
ず
は
、
何
を
以も
ち

て
か
後
世
に
示
さ
む
。
敬ゐ
や
まひ
て

旧
典
に
依
り
て
、
追
ひ
て
尊
号
を
上
り
、
策
し
て
勝
宝
感
神
聖
武
皇
帝

と
称
し
、
謚
お
く
り
なし

て
天あ

め

璽し
る
し

国く
に

押お
し

開は
ら
き

豊と
よ

桜さ
く
ら

彦ひ
こ
の

尊み
こ
とと

称ま
う

す
。
休き

う

名め
い

（
稿
者

注
、美
名
）
を
万
代
に
伝
へ
て
乾け
ん

坤こ
ん

と
与と

も
に
長
く
施ほ

ど
こし

、茂ぼ
う

実じ
つ

（
稿
者
注
、

優
れ
た
事
績
）
を
千
秋
に
揚あ

げ
て
日じ
つ

月ぐ
ゑ
つと
共
に
久
し
く
照
さ
し
め
む
と

欲
ふ
。

と
記
し
て
い
る
（
本
文
は
、『
続
日
本
紀
三
』
一
九
九
二
年
一
一
月
三
〇
日
、

岩
波
書
店
発
行
に
拠
る
）。
因
幡
国
守
大
伴
家
持
は
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
実

を
深
く
心
に
刻
み
つ
け
、
天
皇
を
は
じ
め
と
す
る
日
本
国
民
の
万
代
（
永
遠
）

の
吉
事
を
祈
願
し
て
、
万
葉
集
最
終
の
位
置
に
四
五
一
六
番
歌
を
録
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
（
拙
著
『
甲
斐　

万
葉
の
歌
譜
』
第
Ⅰ
部
第
40
節
「
光
明
皇
后

の
御
歌　
慈
愛
と
慈
善
」
の
「
補
考
」。
二
〇
一
二
年
九
月
二
十
八
日
、
山
梨
日

日
新
聞
社
発
行
）。

　

一
方
、
当
面
歌
四
五
一
六
が
詠
ま
れ
た
天
平
宝
字
三
年
の
翌
天
平
宝
字
四
年

（
七
六
〇
）
の
六
月
七
日
に
、
光
明
皇
太
后
が
崩
御
さ
れ
た
。
聖
武
天
皇
崩
御

の
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
五
月
二
日
か
ら
四
年
ほ
ど
経
っ
て
の
こ
と
で
あ

る（
注
７
）。

　

四
五
一
六
番
歌
が
詠
ま
れ
た
天
平
宝
字
三
年
（
七
五
九
）
の
前
後
の
年
の
如

上
の
歴
史
的
事
実
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
家
持
に
よ
る
万
葉
集
編
纂
の
最
終
時

期
は
時
代
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト（
転
換
期
）の
、天
平
宝
字
三
年（
七
五
九
）、

ま
た
は
天
平
宝
字
三
～
四
年
（
七
五
九
～
七
六
〇
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　

四
五
一
六
番
歌
の
左
注
の

　

右
の
一
首
は
、
守か
み
大
伴
宿
禰
家
持
作
る
。

は
、
万
葉
集
二
十
巻
全
体
の
最
終
記
載
で
あ
り
、
四
五
一
六
番
歌
左
注
で
あ
る

と
同
時
に
万
葉
集
を
集
大
成
し
た
最
終
編
者
大
伴
宿
禰
家
持
の
署
名
の
意
味
あ

い
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
守
」（
因
幡
国
守
）
は
、
万
葉
集

二
十
巻
を
集
大
成
し
た
時
の
官
職
名
と
察
せ
ら
れ
る
（
前
掲
拙
著
『
テ
ー
マ
別

万
葉
集
』
第
十
五
章
四
〇
九
頁
脚
注
）。

　

家
持
は
最
終
的
に
万
葉
集
二
十
巻
を
聖
武
天
皇
と
光
明
皇
后
（
皇
太
后
）
に

捧
げ
る
心
で
編
纂
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
、
元
正
天
皇
や

橘
諸
兄
へ
の
思
い
も
存
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
先
述
の
よ
う
に
四
五
一
六
番

歌
と
大
伴
家
持
歌
日
誌
四
巻
の
う
ち
の
巻
十
七
の
天
平
十
八
年
正
月
肆
宴
の
雪

賦
応
詔
歌
群
と
の
響
き
合
い
に
よ
っ
て
う
か
が
え
る
。
が
、
万
葉
集
二
十
巻
と

な
る
と
、
前
者
の
心
が
後
者
を
包
括
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
（
巻
一
・
一
～
五
三
番
歌
）
は
、
天
武
天
皇
と
持

統
天
皇
が
中
心
と
な
っ
て
誕
生
し
た
。
そ
の
天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
に
、
聖
武

天
皇
と
光
明
皇
后
を
対
応
さ
せ
て
の
思
い
が
家
持
に
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
光

明
皇
后
が
平
城
京
に
降
る
雪
に
寄
せ
て
、
聖
武
天
皇
に
奉
た
て
ま
つ

っ
た
可
憐
な
愛
の

歌
、

我
が
背
子
と
二ふ
た
り人

見
ま
せ
ば
幾い

く
ば
く
か
こ
の
降
る
雪
の
嬉う

れ
し
く
あ
ら
ま

し
（
巻
八
・
一
六
五
八
番
歌
）

が
家
持
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
（
四
五
一
六
番
歌
と
同
様
、

第
四
句
に
「
降
る
雪
の
」
の
表
現
）。

　

天
武
天
皇
と
持
統
天
皇
に
よ
る
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
を
母
体
と
し
て
編

纂
の
バ
ト
ン
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
万
葉
集
。
大
伴
家
持
は
、
そ
の
最
後
に
永
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万葉集最終正月一日の永遠の吉事祈願の歌

遠
の
吉
事
祈
願
の
四
五
一
六
番
歌
を
据
え
、
二
十
巻
本
万
葉
集
を
聖
武
天
皇
と

光
明
皇
后
（
皇
太
后
）
に
捧
げ
る
心
を
も
っ
て
編
纂
を
成
し
遂
げ
、
万
葉
集
最

終
編
者
の
責
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
〇
二
二
年
一
一
月
一
五
日
）

注１
、「
襖
」
と
も
「
屏
風
」
と
も
喩
え
ら
れ
よ
う
。「
屏
風
」
は
「
襖
」
を
二
枚

ず
つ
つ
な
い
だ
形
で
、
室
内
装
飾
に
も
用
い
ら
れ
た
。
旅
人
は
大
宰
帥

官
邸
の
室
内
の
「
襖
」
や
「
屏
風
」
の
構
造
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
讃
酒

歌
十
三
首
の
構
成
を
考
案
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
襖
」
や

「
屏
風
」
に
は
、
三
四
〇
番
歌
に
う
た
わ
れ
て
い
る
竹
林
の
七
賢
人
な
ど

の
絵
が
描
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
三
四
四
番
歌
の
「
猿
」
や

三
四
八
番
歌
の
「
鳥
」
な
ど
も
描
か
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
旅
人

は
襖
絵
や
屏
風
絵
に
讃
酒
歌
の
発
想
を
得
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２
、
先
掲
『
日
本
書
紀
上
』
補
注
14
―
四
。
大
連
の
大
伴
氏
は
物
部
氏
と
と
も

に
、「
朝
廷
で
軍
事
的
指
揮
者
と
し
て
の
職
掌
を
担
当
し
た
伴
造
の
家
柄

で
あ
」
り
、
物
部
氏
と
と
も
に
「
大
連
と
な
っ
て
大
和
朝
廷
の
最
高
執

政
官
の
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
こ
の
期
に
お
け
る
対
内
的
・
対
外
的

な
政
治
情
勢
と
関
連
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
る
。

３
、
平
安
時
代
末
期
成
立
の
『
大
神
宮
諸し
ょ

雑ぞ
う

事じ

記き

』
と
い
う
史
料
に
、
神
宮

の
遷
宮
祭
祀
の
創
始
が
持
統
天
皇
即
位
の
持
統
四
年
（
六
九
〇
）
と
伝

え
る
に
拠
る
（
新
谷
尚
紀
『
伊
勢
神
宮
と
三
種
の
神
器　
古
代
日
本
の
祭
祀

と
天
皇
』〈
二
〇
一
三
年
十
一
月
一
〇
日
、
講
談
社
発
行
〉
の
「
第
一
章
１

（
４
）」
な
ど
）。

４
、
同
様
の
考
え
は
、
早
く
に
桜
井
勝
之
進
『
伊
勢
の
大
神
の
宮
』（
昭
和

四
十
八
年
三
月
二
十
五
日
、堀
書
店
発
行
）の「
十
三　

式
年
遷
宮
」の「
神

威
更
新
」
の
項
に
あ
り
、「
鹿
島
香
取
や
住
吉
な
ど
は
伊
勢
と
同
じ
く

二
十
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
こ
れ
で
、
万
葉
集
二
十
巻
、
弘
仁

式
二
十
巻
と
い
う
よ
う
に
二
十
を
ひ
と
区
切
り
と
す
る
観
念
が
あ
っ
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。」「
万
葉
集
二
十
巻
に
な
ら
っ
て
古
今
和
歌
集
も
二
十

巻
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
、
次
々
に
編
さ
ん
さ
れ
る
勅
撰
和
歌
集
は
す
べ

て
二
十
巻
で
ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
一
た
び
二
十
年
を
式
年
と
定
め

ら
れ
る
と
、
こ
と
に
神
事
と
も
な
れ
ば
、
前
例
に
そ
む
か
な
い
こ
と
が

神
慮
に
か
な
う
と
さ
れ
る
か
ら
、
二
十
年
ご
と
に
は
必
ず
ご
遷
宮
が
行

わ
れ
る
。」
と
記
し
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、
万
葉
集
の
巻
数
二
十
と
式
年

遷
宮
の
年
数
二
十
の
直
接
的
有
機
的
関
連
に
つ
い
て
は
述
べ
て
い
な
い
。

５
、
注
３
引
用
の
新
谷
氏
著
「
第
一
章
１
（
５
）」
に
、
持
統
四
年
（
六
九
〇
）

の
第
一
回
遷
宮
か
ら
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
の
第
六
回
遷
宮
ま
で
、
初

期
の
遷
宮
が
十
九
年
間
隔
で
あ
っ
た
と
す
る
説
を
紹
介
し
て
い
る
。
け

れ
ど
も
、
古
代
で
は
か
ぞ
え
年
の
か
ぞ
え
方
で
あ
り
、
そ
れ
に
拠
っ
て

持
統
四
年
（
六
九
〇
）
の
第
一
回
遷
宮
の
年
を
一
と
数
え
れ
ば
、
延
暦

四
年
（
七
八
五
）
の
第
六
回
遷
宮
ま
で
、
二
十
年
ご
と
の
遷
宮
と
な
る
。

６
、
四
五
一
六
番
歌
の
歌
の
響
き
合
い
に
つ
い
て
補
足
し
た
い
。
四
五
一
六
番

歌
の
「
降
る
雪
」
の
清
ら
か
な
白
は
、
持
続
天
皇
御
製
歌
二
八
の
「
白

妙
の
衣
」
の
明
浄
な
る
「
白
」
の
系
譜
に
立
つ
。
二
八
番
歌
の
「
白
」
は
、

天
武
天
皇
が
理
想
と
し
た
「
明
・
浄
（
清
）」
の
世
界
観
を
具
現
す
る

色
彩
で
あ
る
（
前
掲
拙
論
「
原
撰
万
葉
集
五
十
三
首
本
と
伊
勢
神
宮
」）。

そ
の
明
浄
な
る
「
白
」
は
、
宮
廷
歌
人
の
柿
本
人
麻
呂
歌
の
「
白ゆ

雪き

」

（
巻
三
・
二
六
一
番
歌
）、
笠
金
村
の
吉
野
讃
歌
の
「
白し
ら

木ゆ

綿ふ

花は
な

」（
巻
六
・

九
〇
九
番
歌
）、
山
部
赤
人
の
富
士
歌
の
「
真
白
」
の
雪
（
巻
三
・
三
一
八
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番
歌
）
に
受
け
継
が
れ
、
さ
ら
に
大
伴
家
持
の
当
面
歌
四
五
一
六
の
「
降

る
雪
」
の
白
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
明
浄
な
る
「
白
」

の
響
き
合
い
の
系
譜
で
あ
る
。
ま
た
、四
五
一
六
番
歌
の
「
吉
（
善
）
事
」

に
つ
い
て
も
、
持
続
天
皇
御
製
歌
二
八
の
直
前
の
天
武
天
皇
御
製
吉
野

行
幸
歌
二
七
「
淑よ

き
人
の
よ
し
と
よ
く
見
て
よ
し
と
言
ひ
し
吉よ
し

野の

よ
く

見
よ
良
き
人
よ
く
見
」
の
形
容
詞
と
地
名
の
「
よ
し
」
と
そ
の
原
文
の

「
淑
」「
良
」「
吉
」「
好
」「
芳
」「
四
来
」
の
特
に
「
吉
」「
良
」
と
響
き
合
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
、
家
持
も
意
識
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

７
、
崩
御
の
六
月
七
日
条
の
光
明
皇
太
后
薨
伝
に
は
、

太
后
、
仁
慈
に
し
て
、
志
、
物
を
救
ふ
に
在
り
。
東
大
寺
と
天

下
の
国
分
寺
と
を
創
建
す
る
は
、
本
、
太
后
の
勧す
す

め
し
所
な
り
。

‥
‥

と
あ
る
。
諸
国
の
国
分
寺
の
総
本
山
東
大
寺
の
盧る

舎し
ゃ

那な

仏ぶ
つ
は
、
華
厳
経

の
中
心
存
在
で
あ
る
。
そ
の
華
厳
経
を
象
徴
す
る
言
葉
が
、「
一い
ち

即そ
く

一い
っ

切さ
い

、
一い

っ

切さ
い

即そ
く

一い
つ

」。
一
に
一
切
が
含
ま
れ
、
一
切
が
一
に
充

じ
ゅ
う

溢い
つ

し
て
い
る

の
意
で
、
一
と
無
限
（
永
遠
）
と
の
繋つ
な

が
り
を
説
い
た
も
の
。

　

大
仏
鋳
造
の
黄
金
が
陸み
ち

奥の
く

の
国
か
ら
産
出
し
た
こ
と
を
賀
す
る
巻

十
八
・
四
〇
九
四
～
四
〇
九
七
番
歌
を
成
し
た
家
持
が
万
葉
集
の
最
後
に

天
平
宝
字
三
（
七
五
九
）
年
一
月
一
日
の
四
五
一
六
番
歌
を
置
き
、
永

遠
の
時
空
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
未
来
へ
開
い
て
、
永
遠
の
吉
事
を
祈
願
し

た
こ
と
に
は
、
上
述
の
華
厳
思
想
の
作
用
も
あ
ろ
う
（
前
掲
拙
著
『
甲

斐　

万
葉
の
歌
譜
』
第
一
部
40
節
）。
上
記
四
〇
九
四
番
歌
に
当
面
歌

四
五
一
六
と
同
じ
「
よ
ご
と
」（
原
文
「
善
事
」）
の
言
葉
が
用
い
ら
れ

て
い
る
の
も
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。

（
付
記
）

　

本
稿
と
密
接
に
か
か
わ
る
稿
者
拙
論
に
、
四
五
一
六
番
歌
を
『
万
葉
集
』
末

四
巻
の
正
月
の
歌
と
の
関
係
性
か
ら
論
じ
た「『
萬
葉
集
』末
四
巻
の
正
月
の
歌
」

（
都
留
文
科
大
学
研
究
紀
要
第
46
集
、
一
九
九
七
年
三
月
十
四
日
発
行
）
が
あ

る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

受
領
日
：
二
〇
二
二
年
一
一
月
二
九
日

受
理
日
：
二
〇
二
二
年
一
二
月
一
二
日
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